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衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
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提
出
放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

今
国
会
に
提
出
し
た
放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
よ
る
改
正
後
の
電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十

一
号
。
以
下
「
改
正
後
の
電
波
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
七
条
の
二
第
二
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
局
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
、
小
規
模
な
携
帯
電
話
基
地
局
の
よ
う
に
、
屋
内
に
設
置
さ
れ
、
空
中
線
電
力
が
小
さ
い
た
め
他
の
無
線
局
に
妨
害

を
与
え
る
お
そ
れ
の
少
な
い
無
線
局
を
想
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

改
正
後
の
電
波
法
第
三
十
八
条
の
二
の
規
定
は
、
新
た
な
電
波
利
用
を
一
層
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
電
波
の
利
用
者
で
あ

る
民
間
の
創
意
工
夫
を
今
ま
で
以
上
に
迅
速
に
技
術
基
準
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
技
術
基
準
の
策
定
手
続
に
つ
い
て
一

層
の
透
明
化
を
図
る
た
め
に
設
け
た
も
の
で
あ
る
。

「
利
害
関
係
人
」
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
無
線
設
備
の
メ
ー
カ
ー
、
利
用
者
、
研
究
機
関
等
を
想
定
し
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

今
国
会
に
提
出
し
た
放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
よ
る
改
正
前
の
電
波
法
（
以
下
「
改
正
前
の
電
波
法
」
と

一



い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
六
第
二
項
（
第
三
十
八
条
の
二
十
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
は
、
技
術
基

準
適
合
証
明
又
は
工
事
設
計
認
証
（
以
下
「
証
明
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
者
に
対
す
る
報
告
徴
収
、
立
入
検
査
、
妨
害

等
防
止
命
令
等
の
監
督
制
度
や
公
示
制
度
の
適
正
な
運
用
を
図
る
た
め
、
登
録
証
明
機
関
に
証
明
等
を
受
け
た
無
線
設
備
の

種
別
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
総
務
大
臣
へ
報
告
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
。

今
後
、
証
明
等
を
受
け
た
無
線
設
備
の
利
用
の
一
層
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
監
督
制
度
や
公
示
制
度
の

運
用
に
支
障
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
改
正
後
の
電
波
法
第
三
十
八
条
の
六
第
二
項
（
第
三
十
八
条
の
二

十
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
項
（
第
三
十
八
条
の
二
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
お
い
て
、
登
録
証
明
機
関
が
総
務
大
臣
に
報
告
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
証
明
等
を
受
け
た
者
の
氏
名
等
を
明
記
す

る
と
と
も
に
、
証
明
等
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
氏
名
等
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
総
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

改
正
前
の
電
波
法
第
六
十
条
は
、
国
が
無
線
局
の
検
査
結
果
を
明
確
か
つ
簡
易
に
管
理
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
無
線
局

の
国
に
よ
る
適
切
な
監
督
を
確
保
す
る
た
め
、
無
線
局
へ
の
無
線
検
査
簿
の
備
付
け
を
義
務
付
け
て
い
る
が
、
無
線
検
査
簿

二



に
記
載
さ
れ
て
い
る
検
査
履
歴
の
情
報
は
、
近
年
、
国
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
無
線

検
査
簿
の
備
付
け
を
義
務
付
け
る
必
要
性
が
乏
し
く
な
っ
た
た
め
、
今
回
の
改
正
案
に
お
い
て
無
線
検
査
簿
を
備
付
け
の
義

務
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

電
波
法
で
は
、
無
線
局
の
無
線
設
備
が
技
術
基
準
に
違
反
し
て
い
る
場
合
の
う
ち
他
の
無
線
局
に
妨
害
を
与
え
る
電
波
が

発
射
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
電
波
の
公
平
か
つ
能
率
的
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
、
電
波
の
発
射
停
止
命
令
や
無
線
局

の
運
用
停
止
命
令
の
権
限
が
総
務
大
臣
に
付
与
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
無
線
局
の
無
線
設
備
が
技
術
基
準
に
違
反
し
て
い
る
場
合
の
う
ち
、
携
帯
電
話
端
末
が
技
術
基
準
に
違
反
し
て
い

る
た
め
発
熱
し
て
い
る
が
他
の
無
線
局
に
妨
害
を
与
え
る
電
波
は
発
射
さ
れ
な
い
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
電
波
の
発
射

や
無
線
局
の
運
用
を
直
ち
に
停
止
さ
せ
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
も
の
の
、
無
線
設
備
の
回
収
、
修
理
等
の
技
術
基
準
に
適

合
さ
せ
る
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
正
後
の
電
波
法
第
七
十
一
条
の
五
に
お
い
て
、

技
術
基
準
適
合
命
令
の
権
限
を
総
務
大
臣
に
付
与
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
お
尋
ね
の
「
停
止
命
令
で
は
厳
し
す
ぎ

、
適
合
命
令
が
適
当
と
さ
れ
る
事
態
」
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

三



一
の
�
に
つ
い
て

改
正
前
の
電
波
法
第
七
十
八
条
に
お
い
て
は
、
無
線
局
の
免
許
等
の
失
効
後
、
電
波
が
発
射
さ
れ
る
の
を
防
止
す
る
た
め

、
免
許
人
等
で
あ
っ
た
者
は
、
遅
滞
な
く
空
中
線
を
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
、
空
中
線

と
無
線
設
備
の
他
の
部
分
が
構
造
上
一
体
と
な
っ
た
無
線
設
備
が
出
現
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
無
線
設
備
か
ら
空
中
線
を
撤

去
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
改
正
後
の
電
波
法
第
七
十
八
条
に
お
い
て
、
免
許
人
等
で
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
、
空
中

線
の
撤
去
に
限
ら
ず
、
電
池
の
取
り
外
し
そ
の
他
無
線
設
備
の
構
造
等
に
照
ら
し
て
電
波
の
発
射
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
講
ず
れ
ば
足
り
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

今
国
会
に
提
出
し
た
放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
よ
る
改
正
後
の
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律

第
八
十
六
号
）
第
三
十
四
条
第
六
項
の
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
第
二
種
指
定
電
気
通
信
設
備
と
の

接
続
に
関
す
る
収
支
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
が
適
正
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
会
計
監
査
人
に
よ
る
証
明

を
得
て
い
る
こ
と
等
を
想
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四


